
《会長要件》西村会長

　皆さん、こんにちは。　前回の例会は

コミュニケーション委員会担当例会で、

熊谷委員長はじめ委員会の総力を挙げ

ての例会でとても良かったと思います。

その後、私もそれを反芻し、また珍し

く「ロータリーの友」を熟読して、私

達ロータリアンにとってコミュニケーションとは何

だろうと改めて考えてみました。

　ロータリーはとても大きく、重層的な組織です。

大きい方から、ＲＩを中心として国を超えたコミュニ

ケーション、各地区外、地区内のコミュニケーショ

ンなども大事ですが、なんと言っても最も大切なの

はクラブ内でのコミュニケーションです。良いコミュ

ニケーションなしに、クラブは成り立ちません。

　私は入会した最初の例会の日に、会場に入る時に

とても緊張していましたが、たくさんの方が気さく

に声を掛けてくれてホッとしたのを覚えています。

また、入会後間もなく会員卓話の機会を与えられ、

皆さんが熱心に聞いてくれていたのも嬉しいことで

した。仲間の会員のことをもっとよく知る、また自

分のことを知ってもらう、これがコミュニケーショ

ンの基本だと思います。そのための機会をクラブの

プログラムでも色々と工夫していますが、会員卓話

もお互いを知るとても良い機会になると思います。

特に新会員の皆さんはどんどん自分をアピールして

下さい。そして先輩、後輩の別なく、八戸南ロータリー

クラブの皆さんは素晴らしい方ばかりですので、よ

い友人になって下さい。では、今日は橋本会員の卓

話を楽しみにしています。

《本人誕生日》(2 月 )

《三笠会員》

　いま年度末で学校が

忙しい中 2 月 14 日出席

できませんでした、2 月

14 日をもちましてよう

やく 65 になりました。

年金が多少増えるかなということを思っていますが、

まずは今後も自分自身まだまだ現役という感じで頑

張っております。とにかく健康だけには気を付けて

例会の方にもたくさん顔を出して皆さんとの交流を

図っていければなと思っています、ありがとうござ

いました。

《幹事報告》西尾会員

・来週の例会は 20 日水曜日にグランドホ

テルにて八戸クラブさんとの合同例会と

なっておりますのでご注意ください。

・4 月 18 日の創立記念例会は今年度入会

の4人の方の歓迎例会を兼ねて行います、

出席よろしくお願いします。

・ハイライト米山、八戸市を緑にする会より定時総

会のお知らせが届いています。

・五所川原 RC60 周年、むつ RC60 周年・むつ中央

RC35 周年、南部 RC50 周年の出欠表書いていない方

は記入お願いします。

《ニコニコボックス》本多委員

西村会長 : 橋本さんの卓話、とても楽し

　　　　みにしています。

西尾幹事 : 橋本修会員、本日よろしくお

　　　　願いします。

黒田会員 : 東京神田クラブの私の弟の原

　　　　稿が「友」の 3月号に出ており、

　　　　驚きました。

米内会員 :橋本修さん、がんばってください。

吉田立盛会員 :橋本さん、卓話楽しみにしています。

本多会員 :橋本さん、卓話よろしくお願いします。

本人誕生日 :三笠会員 (2 月 )
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四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１）真実か どうか
２）みんなに公平か
３）好意と友情を深めるか
４）みんなのためになるか どうか

　正会員数 36 名。本日の出席は免除

会員 3 名を含む 27 名。出席率は 80％

です。前々回の例会は、ロータリー創

立記念夜例会でした。

《出席報告》原委員長



様に提案致します、やはり平面図でもらってもわか

らない、困ると、時々行き違いがございますのでこ

のようにパースを見ていただいて説明することによ

りイメージができるという利点がございます。ちな

みに今、キャンペーンもやっていますのでよろしく

お願い致します。

　去年の 2 月 4 日、八戸菊の世界

ということで山形大学、弘前大学

の先生方と研究発表をさせていた

だきました。八

戸商工会議所で行いました、先ほ

どの明治時代の写真にもありまし

たが、うちは代々菊作りに興味を

もって進めていたということから

菊作りについてもう一回振り返っ

てみようと思いました。これは昭

和初期に香月園にあった奥州菊の

花壇です。この奥州菊という名前を付けたのも、調

べてみますとどうやらうちの祖父が名前を付けたと

いうことが最近分かってきました。

これはそのころの菊の葉っぱの標

本です、標本の脇に短冊がありど

うやら俳句のようで、五・七・五

の調子で書かれていますが季語が

ないので俳句ではなく添え句とい

う名前にさせていただきました。

奥州菊、今でも皆さん菊祭りなど

で目にすることがあると思いますが、この菊の中に

黄宝珠という名前の葉っぱを見つけました。これが

阿房宮の親だと言われているそうです。ここに「黄

宝珠の露や黄金のたまあられ」と書いてありますが

この読み下しが全然できないの

で、弘前大学の先生にお願いして

解読していただ

いたというのが

事実であります。この阿房宮と黄

宝珠がもし親子であれば葉っぱの

姿も似ているだろうと思いまして

比べてみたら、ひいき目ですがな

んとなく似ているなという気はし

ております。阿房宮の料理はこの

ような郷土料理もございます。これは黄宝珠が江戸

でも作られていたという証拠で浮

世絵師の渓斎英泉というどちらか

というと春画で有名な方ですがこ

の方の描いた菊の絵の中に黄宝珠

という花があります。今の奥州菊とはちょっと違い

ますが丸いぼんぼりのような花だったようです。お

手元に 1 枚プリントを渡させていただきましたが、

奥南新報という新聞があったそうで大正 3 年の付録

ですがそこに数えたら 162 名くら

い八戸に菊づくりの名人がいたと

いうことが載っています。私も

色々と調べましたが長谷川藤次郎

《会員卓話》橋本修会員

　皆さんこんにちは、今日は会員卓話と

いうことでお話をさせていただく機会を

得ることが出来ましたこと心よりお礼申

し上げます。私は株式会社香月園の専務

をしている橋本修と申します、若干企業

PR になるかもしれませんけれども PR を

混ぜながらお話しさせていただき

たい思います。話が苦手なのでパ

ワーポイントを使いながらお話し

させていただきます。

　私どもの会社が創立されたのは今八日町にある河

内屋の地が発祥の地でありまし

て河内屋の庭でした。これが明

治 30 年ころの八日町橋本香月園

の様子ですけ

れどもこのように当時としては珍

しいお花とか菊の花とかありまし

た。多分そこに二人写っているの

は河内屋の子供ではないかと思います。その後大正

に入ってから今の長根に移りまし

て当時としては珍しい加温式の温

室があったと言うふうに聞いてお

ります。区画整理で壊されてしま

いましたが私も一部記憶にあります。そのころの庭

でこれは市庁前ロータリーにある

ヒマラヤシーダーですがここは明

治 14年に明治天皇がいらっしゃっ

たことを記念して昭和 10 年に記

念碑を建ててここの庭を整備した

跡地の写真です、ここも当社の施

工になります。最近の話に入りま

すが多賀のダイハツスタジアムの

植栽工事、更上閣公園、更上閣の

脇、昔の図書館といえばお分かり

になるでしょうか、ここの庭園工

事もやらせていただいておりま

す。もともとあった延べ石を組み

合わせながらき

れいに仕上がり

ましたが今は沢

山の方がお伺いしていると思いま

す。そのほか我々はお庭でもガー

デンルームとかこのようなテラス

工事、落ち着いた庭を作りたいと

いうお客様とか沢山おられまして

エクステリアの方にも力を入れています。これはタ

カショーという全国組織の会社の

エクステリアのコンテストで銀賞

を取ったときのポスターです。例

えばこのようにちょっと狭いけれ

ども殺風景で隣の視線が気になる

というお客様の要望に基づいて直

した例です、このようにこの方の

プライベートな

部分が確保でき、さらに物置も置

けたというデザインになります。

うちでは必ずパースを作ってお客



さんとか女鹿佐織さんとか、小井川潤次郎さんとか

有名な方もいらっしゃいますし、近藤元太郎さんと

いう大工さんとかいろいろな方の名前がございまし

て下の方に行くと年寄というところに上田祖堂さん

がいますがこの方は対泉院の和尚さんで菊の名人

だったということを聞いております。このような資

料がございますので何か情報がありましたら教えて

いただきたいと思っています。

　私が個人的にやっている活動の中で「NPO 法人み

ずべの楽校まべち」という活動を

しております。これは馬淵川の売

市と下長方面に国交省が作った水

辺空間がございましてここの浄化

作業、草刈り作業、まべちウオークということで馬

淵川をたどってみようという活動です。ここは売市

にある「矢留の清水」で弁慶が高館から放った矢が

刺さり清水が沸いたという伝説があるそうですが、

ここのゴミ拾いをしながら活動をしております。先

週の例会の中で水辺の空間とか水をきれいにする活

動とかロータリーでやっているということを聞きま

したので是非皆様も 10 月の初め位に毎年やっていま

すのでご参加いただければと思います。又「みずべ

の楽校」ではグッジョブ事業にも

力を入れておりまして毎年下長中

学校の生徒さんがおいでになり一

緒に楽しんでいます。

　最後は緑化祭りの宣伝をさせて

いただきます。今年も 49 回目と

いうことで 4 月 18 日から 5 月 6

日まで、今年は 10 連休というこ

とでこちらにいらっしゃらない方もいらっしゃるか

と思いますが場所は田向のイオンさんの隣です、い

ま健康福祉センターという建物が建つようですがそ

の脇で行いたいと思っています。最後にガーデンセ

ラピーのすすめというパンフレットがございますが、

健康づくりに森林の持つ力が非常に大切だというこ

とが書いてあります。我々の造園の仕事というのは

目で楽しむということだけではなく体を、何と言い

ますかやさしくするというふうな活動でもあるのか

な、健康づくりの中にも含まれるのではないかと思っ

ています。

《西村会長》

 橋本さん、素晴らしい発表でし

たありがとうございました。特

に馬淵川ウオークとても興味を

惹かれました。私は是非参加し

たいと思いますし参加したいと

いう会員も大勢いらっしゃると

思いますので少し前にまたアナウンスをお願いしま

す。ありがとうございました。
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